
千葉中央博自然誌研究報告第 2 巻第 2 号： 115-124. 1993 年 3 月．

下総層群清川層と上岩橋層の層序学的関係
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要 旨 中ー上部更新統下総層群の清川！晋と上岩橋層は，従来上下l対係にあるとされてきたが，両層の模式地

にわたり地質調査と示標テフラの検討を行ない， 両層は同ーの累府であることを明らかにした． 地層名とし

ては，模式地で全！晋準が観察されるため清川/f'i を採用する．清川 /1"i基底は従来大きな不整合とされていたが，

下位の上泉層をほぽ整合に覆い，酸索同位体附序では stage 7 の高海面期の中の小洵退に相当する．

キーワ＿ド：下総岡群，清川層，上岩橋屑，テフラ，屈折率，貝化石，層序．

千葉県北部には，鮮新世から更新世にかけての砕屑

性堆積物がほぼ連続的に堆積しており， このうち上部

の中―上部更新統は下総層群と呼ばれている．下総層

群は，氷河性海水準変動の影響による砂隊と泥層の繰

り返しからなる堆積サイクルから構成され (Aoki

and Baba,1980; 菊地， 1980; 徳橋・近藤 1989), 基

本的にこのサイクルを単位として層序区分がなされて

きた．数多くの研究者による下総層群の隠序は，模式

的に分布する千葉県北部の印痛沼周辺と千菓県中部の

木更津ー姉崎地域のそれぞれの地域内では，研究者間

の違いは小さくなっている． しかし，両模式地域をつ

なぐ対比には問題点が残されており，特に上岩橋層と

清川層の層序学的関係は未解決な問題となっている．

上岩橋層と清川層の累栖名は，下総層群の他の累層

同様に模式地ではそれぞれ貝化石を豊富に産すること

から，古＜から下総層群の累層名として使われてき

た．上岩橋層の名称は損山 (1930) の上岩橋階，三上

(1935) の上岩橋化石帯に由来し，千葉県北部地域の印

脂沼周辺を模式地域とし，寒冷種貝化石を主体とする

上岩橋化石帯を含む累層として定義される（小島，

1958, 1959, 1962; Kikuchi, 1976; 杉原ほか， 1978 な

ど）．その層準は，模式地域ではすべての研究者が木下

化石帯を含む累層の下位に位置づけており，いわゆる

「成田層」の 1 部層として成田層下部層（成田研究グ

ループ， 1962 など）， もしくは成田層上岩橋部層（青

木・馬場 1973 など）とも定義される．清川庖は，植

田 (1930, 1969) により千葉県中部の袖ケ浦市大鳥居

周辺の貝化石層を含む累岡として定義され，その後青

木・馬場 (1971) により，彼らの成田層の最下部闇と

して上岩橋部層の下位として再定義された．以後の研

究の多くは上岩橋圏と消川層を上下関係と考えてい

る．

それまでの地層追跡による対比に対し，テフロクロ

ノロジ一を適用したのが新井ほか (1977), 杉原ほか

(1978) および杉原 (1979) である． これらの研究によ

り下総謹群の中に広域対比に有効な示標テフラが確認

され，大磯・横浜地域の火山灰屑序（町田ほか，

1974) との対比がなされた．清川爵と上岩橋層につい

ては， TB-7, 8 および TAm-5 などの示標テフラの対

比により地域的な層序改訂が行なわれたが，上下関係

については従来どおりとしている．

その後，千葉県北部地域では下総台地研究グループ

(1984) により，姉崎地域では徳橋・遠藤 (1984) によ

り層序の再検討がなされた．前者はいわゆる「成田附」

を再検討し，上岩橋層と木下層の間の不整合を記載し

た．そして，累層単位で木下層と上岩橋層を区分した

うえで「成田層」の名称を廃し，木下層を下末吉陪と

対比した．後者は下総層群全体について堆積サイクル

に着目した累層区分とテフラの記載・追跡を行なっ

た．その結果，下総層群の各累料間の関係を基本的に

一部に侵食面を伴う整合とし，木下層と姉崎層の基底

のみ不整合とすることにより， Kikuchi (1976), 青

木・馬場 (1973), 杉原 (1979) などが重視した清川層

基底の不整合を否定した．また清川層下部の泥層と上

岩橋化石帯直下の泥層に含まれるテフラ，すなわち杉

原 (1979) の報告した TB-8 を含むテフラ群の存在か

ら，上岩橋化石帯が清川屑に含まれる可能性を指摘

し，清川/I"] と木下層に挟まれる地而を横田層と定義し

た．これに対し，菊地ほか (1988) は清川層と上岩橋栖

の関係について従来の上下関係を主張している．

両層の府序関係が未だに明確にならないのは，菊地

ほか (1988) も触れている通り両附の模式地が離れて

いるうえに，その中間には分水界があるために蕗頭が

少なく，地層追跡が困難であるためである．本報告で

は地層およびテフラの詳細な追跡と対比に基づき千菜

県中北部にわたる清川屑の分布を示し，模式地の上岩

橋層が消川層に含まれることを明らかにする．
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図 1. 露頭位置図および清川層基底面等高線図. A: 養老川以西地域； B: 養老川～村田川地域； c: 村田川地
域； DI: 村田川以北（千葉東部）地域； D2: 村田川以北（印膳沼周辺）地域； E: 利根川北岸地域. Loe. 1: 
菅生； 2: 大鳥居（清川層模式地）； 3: 打越； 4: 上泉； 5: 引田； 6: 勝問； 7: 喜多； 8: 東国吉； g: 落井町；
10: 富岡町； 11: 草刈； 12: 番場西方； 13: 瀬又； 14: 瀬又堰； 15: 中野町； 16: 木原； 17: 梨作； 18: 谷当
町； 19: 新掘（上岩橋層模式地）； 20: 岩井戸； 21: 宗吾； 22: 橋賀台； 23: 荒海； 24: 小泉； 25: 谷中；
26: 本郷； 27: 清水.·AN: 姉崎； IW: 岩宮； SR: 白井； FT: 舟戸； oo: 大戸； IT: 板橋町； KD: 幸田；
UK: 浮島

研究方法

本研究では，露頭で 1/100 柱状図を作成し，堆積サ

イクルの認定に基づ＜層序区分を行ない，岩相による

地層対比を行なうとともに，地層中に認められたテフ

ラを記載し，対比の妥当性を検討した．清川層基底面

等高線図作成に当たっては， 1/50,000 姉崎図幅内は

徳橋・遠藤 (1984) を引用した．そのほかの地域では，

1/5,000 地形図とハンドレベルにより柱状図地点の標

高を求めて作成した．

テフラについては，テフラのタイプ（軽石，スコリ

ア，ガラス質火山灰など），野外での色調，層厚，粒径，

純化度（テフラ物質と堆積物との分離の度合），相対的

重鉱物組成，主要鉱物の屈折率について記載し，表 l

にまとめた．屈折率は，遠藤 (1981) の温度変化法によ
る屈折率測定装置および RIMS87 (檀原， 1991) (と

もに測定精度士0.001) を用いて測定した．

本報告における下総層群の層序区分および累層名は

徳橋・遠藤 (1984) の定義に従い，示標テフラ名は同

論文もしくは町田ほか (1974) の定義に従う．
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図 2. 清川層を中心とした地質柱状図（村田川以南， A, B 地域）. a: 陸成風化火山灰； b: 礫； c: 斜交層
理； d: ヒメスナホリムシ生痕化石； e: 貝化石； f: 生痕化石； g: 軽石； h: シルト質； Lm: 新期関東ロ一
ム層および段丘堆積物； An: 姉崎層； Ko: 木下層； Yk: 横田層； Ky: 清川層； Kyu: 清川層上部層； Kyl: 
清川層下部層； Km: 上泉層； Yb: 藪層．地点 No. は図 l 参照柱状図左側の数字はテフラのサンプル No.

（表 1 と共通する）．

清川層と上岩橋層

養老川，村田川，利根川により分けられる A~E の

5 つの地域（図 1) に分布する清川層および上岩橋層

について．代表的地点の柱状図を地域別にまとめ，層

序の検討を行なった．露頭地点は図 l に示し，柱状図

は，図 2,6 では走向方向に，図 5, 7 では傾斜方向にそ

れぞれ配列した．また，従来の主な研究と本報告との

層序の比較は，柱状図レベルで行ない，各研究の層序

やテフラが対応するように地域別の層序比較図に示し

た（図 3, 4). 

A. 養老川以西

分布（図 2). 養老川以西における清川層は，模式地

(Loe. 2) を含む木更津市菅生 (Loe. 1) から袖ケ浦市打

越 (Loe. 3) にかけての小櫃川左岸と市原市引田周辺

(Loe. 5) で，上泉層に整合に重なり，横田層にほぼ整

合に覆われる全層準が観察される．それ以外の地点で

は木下層および姉崎層により不整合で覆われる．層相

により上・下部に 2 分され， 下部層は層厚 0.5~3 m 

の凝灰質泥層で，示標テフラ Kyl~3 を挟在する．袖

ケ浦市上泉周辺 (Loe. 4) では，下部泥層と同時異相の

関係の砂礫層が上泉層に侵食面で接し，下部泥層は欠

如する．上部層は層厚 15 m 程度のバカガイ Mactra

sulcataria を主体とする貝化石を多産する砂層で，そ

の下部にはしばしば生物擾乱が認められ，泥質とな

る．最上部には潮間帯を示すヒメスナホリムシの生痕

化石（菊地， 1972a) が認められる．また模式地の上部

語下部には示標テフラ Ky4 (新称）が挟まれる．

テフラ．この地域では徳橋・遠藤 (1984) により

Kyl~3 が記載されている． ここでは，模式地と茨城

県江戸崎町で確認されたガラス質火山灰を Ky4 とし

て新称する．

Kyl: 径 0.5mm 程度の黒色スコリアを含む黄白色

軽石層．斜方輝石の屈折率は r=l.716士（モード）と

比較的高いのが特徴である．

Ky2: 径 1mm 程度の青灰色スコリアを多く含む灰

～橙色軽石層．斜方輝石の屈折率は r=1.700~ 1.722 

におよび 1.703 と 1.718 付近にモードが認められる．

町田ほか (1974) の TB-7 に対比される．

Ky3: 径 2mm 程度の青灰色スコリアおよび岩片を

含む灰～橙色軽石層である．斜方輝石の屈折率は r=

1.700~ 1.734 におよび，高屈折率が特徴である．町田

ほか (1974) の TB-8 に対比される．

Ky4 (新称）：基底に 1~2cm 厚の径 2mm の灰色

軽石層を伴う 20 cm 厚の桃～赤紫色のガラス質火山

灰である．火山ガラスはバブルウォール型が主体で，

屈折率は 1.505士（モード）であるが，厚手のガラス

では屈折率が低く， レンジが低い方へ広くなってい

る．軽石層の斜方輝石は長柱～針状で屈折率は r=

1.710 士（モード）である．

なお，打越 (Loe. 3) では Kyl の下位に数枚の軽石

層が認められる（表 l の試料 No.4, 5, 6). これらの軽

石に含まれる斜方輝石の屈折率のモードは r= 1.703 

前後で比較的低いのが特徴で，他地域で Ky2, 3 の下

位にくる軽石層に対比される可能性がある．

対比（図 3). この地域の層序区分は他の研究とほぼ

同様であるが，他の研究では清川層の基底に認められ

る侵食面を重視し，清川層は下位の地層と大きな不整

合で接するとしている． しかし，清川層下部屑の囲下

にはヒメスナホリムシの生痕化石を含む上泉層最上部

が分布する地点が多く，侵食の規模は大きくないと判
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表 1. 検討したテフラ層の岩石記載的特性

地点試料テフラの
層厚 平均 屈折率

No. No. タイプ
色調 （散在） 粒径純化度 重鉱物組成 対比
cm mm モード レンジ

3 1 pmｷsco or 7-15 2 a cpx>幽>mt>ho 1.701 士 1.699-1.734 Ky3 

2 scoｷpm or-yl 3-6 0.8 a 竿>cpx>mt 1.703士 1.699-1. 719 Ky2 

3 pm•sco cmｷbk 3-7 0.5 a ~>cpx>mt 1.716士 1.713-1.720 Kyl 

4 pm gr 3 0.3 a ho>皿>cpx>mt 1.687士 1.679-1.695 

1.702士 1.695-1. 707 

5 pmｷsco yl 3 0.5 a 幽>ho>cpx>mt 1.705土 1.700-1.712 

6 pmｷsco yl 4 0.5 a 幽»cpx 1.703 土 1.698-1.710 

2 7 vt. ash pk-vi 20 v.f. a 饂>cpx>mt, gl 1.505士

1.710士

1.498-1.508 Ky4* 

1.700-1.712 

12 8 pm 
9 pm 
10 pm 
11 pm 

pk-wh (50) 25 

wh (30) 2 
wh (50) 1.5 

cm-yl 5 2.0 

a 幽>ho 1.707-1.708 1.705-1.712 
a 幽=ho>cpx>mt 1.704-1.705 1.700-1.711 
a ho=竿=cpx 1.708士 1.699-1.711 
C 寧>cpx>ho>mt 1.716-1.717 1.707-1.718 Ky2 

13 12 pm gr-bl 
13 pmｷsco cm 

15 14 pm 

16 15 pm 

17 16 pm 

yl 

cm 

or 

5-20 3 
0-15 0.5 

(10) 

(0-20) 2 

a cpx>QJ逹,>mt

a 幽>mt>cpx

C 喫>cpx>ho

b ho, cpx, QJ送

1.704士 1.700-1.734 Ky3 

1.700-1.703 1.699-1.717 Ky2 

1.702士

1.731 士

1.698-1. 705 

1.701-1.734 Ky3 

(10) 0.5 b mt>匹五»胆 cpx 1.703-1.706 1.699-1.709 
1.671-1.689 

18 17 pm gr (5) 7 a 寧>cpx (ho) 1.708士 1.706-1.712 IWP* 
18 pm yl-or 3 4 a 竿>cpx>mt 1.718士 1.712-1.722 Ky2 

――――――――――――-------――――――ニ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
20 19 pm yl 10 4 C 四>ho>cpx 1.699士 1.695-1.704 FP* 

20 pm cm 10 3 C 幽>cpx>ho, mt 1.717-1.733 Ky3 

21 pm yl-gr 8 a 幽>cpx 1.705士 1.702-1.707 

21 22 pm 
. -

22 23 pm 
24 pm 

• 一一

23 25 pm 
• 一

24 26 pm 
• 一

25 27 pm 

cm (10) 20 C 竿>cpx>mt 1.708-1.709 1.703-1.714 SoP* 

cm (10) 4 
yl-cm (25) 2 

b 幽>cpx>mt>ho 1.718, 1.730 1.711-1.734 Ky3, 2 
C 竿>cpx>ho>mt 1.702-1.703 1.699-1.708 

yl-gr 3
 

yl-gr (10) 

cm 

26 28 vt.ash pk 

(20) 15 
．聾一

35 v.f. 

C 幽>ho>cpx
- . 

c 胆»opx>cpx

a 幽>cpx (ho) 

b 饂叫

1.703, 1.729 1.699-1.733 Ky3 

1.680-1.682 1.673-1.683 

1.729士 1.707-1.733 Ky3 

1.501 士 1.495-1.502 Ky4* 
1.707-1.709 1.704-1.710 

・テフラのタイプ欄 pm: バミス； sco: スコリア； vt. ash: ガラス質火山灰．
・色調欄 wh: 白； cm: クリーム色； yl: 黄； or: 橙； gr: 灰； bk: 黒； bl: 青； pk: ビンク； vi: 紫．

・粒度欄 v.f.: 極細粒．
・純化度欄 a: 純度高い； b: 純度中程度； c: 不純物多い．
・相対的重鉱物組成欄 opx: 斜方輝石； cpx: 普通輝石； ho: 角閃石； mt: 磁鉄鉱； gl: 火山ガラス．

・屈折率測定鉱物 ＿ー（一段目）；＝（二段目）．
・対比欄 ＊は新称．
・試料 No. 15, 16 は佐藤 (1987MS) による．
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下総層群消川層と上岩橋層の脳序学的関係

本報告及び痣橘・遠藤 (I⑱4) 
小島 1 青木他菊地醗他 杉原他
(1966) (1970) (1972) (1988) (1978) 
(1971) (1974) 杉原
(1973) (1976) (1979) 

累層 I 岩相 I テ万 I 化石産地 テ万

霞居
永吉LI:.)

永吉（下）
遠

米田
木の根沢

月王予Yb 5 ~';:. 

.IB-8 
引 「IB-7

m
l
l
I
 

——— 
KiKiKi 

Pl 

＊テフラのは新称．
瑶層名略号 Lm: 新期関東a-~層. Jc: 常総粘土層、 Ka:上岩橋層、 An :姉崎層

Se: 瀬又層、 It:板橋層、 N :成田層、 SL:下末即遭

＊図中記号凡例こ］砂層 仁］泥層 ~ 騒 ~ 貝化石 巨月切炸リ幼
ー 整合ー不整合

図 3. 養老川以西の木更津 • 姉崎地域の層序比較図．

断される．

清川層の上位は上岩橋層とされてきたが，その上岩

橋層は温暖種で特徴づけられる桜井貝層や豊成貝層を

含んでいた（青木 ・ 馬場 1973; 菊地， 1 972b). 新井

ほか (1977) は示標テフラ TAu-12 の対比により，桜

井貝層や豊成貝層を木下層のものとし，杉原ほか

(1-978) は木更津市菅生付近で清川層を不整合に覆う，

示標テフラ TAm-5 を含む地層を上岩橋層とした．こ

れは徳橋 ・ 遠藤 (1984) の横田層にほぱ相当する． 菅

生 (Loe. I) では杉原らの TAm-5 の下位の泥炭を含む

泥層中に横田層の示標テフラ Yk l , 2 が認められるこ

とから， このテフラを Yk3 と新称する．

B. 養老川～村田川地域

分布 （図 2). この地域でも清川層下部泥閻が市原市

勝間 (Loe. 6), 喜多 (Loe. 7), 東国吉 (Loe. 8), 瀬又

(Loe. 1 3) と追跡される．この地域では清川屈と上泉層

が模式地域と岩相が変わり，泥質となっている．特に

上泉層では層厚が 10 m 程度と養老川以西の 20~40

m から大き＜変わり，基底に砂礫層を挟むようになっ

ている．清川層の最上部は木下層および姉崎層基底の

不整合により欠如する ．

テフラ 清川層下部泥層には Ky2, 3 が連続して追

跡される．また，その下位の泥層には上泉層の示標テ

フラ Km l および Km2 が認められ（徳橋 ・ 遠藤，

1984; 中里 • 佐藤 1988), 清川層と上泉層との区分

が可能である．

対比 （図 4) . 従来の対比を清川層下部泥層を中心に

述べる．千葉県北部から対比を行なってきた小島

( 1 962) は，瀬又において Ky2, 3 を含む泥層を上岩橋

化石帯直下の粘土層に対比している．青木 ・ 馬場

(1970) では勝間付近の柱状圏により上泉層基底の侵

食面を「清川層基底」，清川層下部泥層を「上岩橋層基

底の泥層」としており，青木 ・ 馬場 (1971) 以降，上泉

層は成田層清川部層基底の不整合により養老側以東で

は認められないとしている. Aoki and Baba (1981) 
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本報告及び徳橋・遠藪(1984)

養老川一村田川地域（騎問瀬畑辺）

1;%t詈I1~ は1)1詈言
化石産地

成田•佐倉周辺地域

望テ万

利根川以北

戸(1%2) 0979) 

罪
岩富・神門

揺

m
翌

喜多

i 呻

瀬又堰

＊累層名略号 R: 竜ヶ崎層、 Nu:成田層上部層、 NI:成田層下部層、 Na:成東層、 J:地蔵堂屑
＊その他の記号凡例は第 3居参照

図 4. 養老川以東の地域別層序比較図．

では喜多の露頭を記載し，「上岩橋層」の貝化石群集の

一つは木更津の「清川層」のものに類似するとしてい

る．菊地 (1974) の「清川層中位の火山灰質泥層」の追

跡は本報告の清川層下部泥層の追跡と一致するが，勝

間付近の上泉層基底の侵食面を「清川層基底の不整

合」としている．杉原ほか (1978) および杉原 (1979)

は勝問や瀬又において菊地と同じ層序を示し， TB-7,

8 を含む泥層の下位の泥層から斜方輝石の屈折率のレ

ンジの広いテフラを検出し， TB-I と対比している．

これは本報告の Kml, 2 に相当する．

以上の対比の相違は， 1. 清川層基底面の走向傾斜が

村田川を境に南北で大き＜変わること， 2. それを確認

する露頭が分水界により不足すること， 3. 清川層の層

相および層厚が上泉層とともに変化すること， 4. 上泉

層基底に侵食面が頻繁に認められること， 5. 清川層基

底が不整合と定義されていること，の 5 点により生じ

るものと考えられる．

C. 村田川地域

分布およびテフラ（図 5). 村田川沿いでは東京湾側

から瀬又の堰 (Loe. 14) の露頭まで，姉崎層を除く下

総層群の各累層を見ることができる．千葉市落井町

(Loe. 9) から市原市草刈 (Loe. 11) にかけては．ヒメス

ナホリムシの生痕化石を含む清川層最上部が標高を上

げていくのが観察され, Loe. 9, 10 では横田層が分布

13 

m
 

E
L「
5
0

4糾

30 

叫

図 5. 村田川沿いの地質柱状図 (C 地域）. J: 地
蔵堂層そのほかの凡例は図 2 と共通．

する．清川層基底は下部泥層が番場西方 (Loe. 12) か

ら瀬又 (Loe. 13) にかけて見られ，下位の上泉層を整

合に覆う．瀬又付近の上泉層は層厚 10m 弱で基底に

は侵食面が認められる．瀬又から瀬又の堰にかけては

貝化石を大量に産する藪層と下位の地蔵堂層が沖積面

上に現れ，清川層および上泉層は順次木下層基底の不

整合により侵食されると考えられる．

図 l の基底面等高線図に示される，この地域を境と

した清川層基底面の屈曲は断層によるものと考えられ

ている（増田・中里， 1988).

テフラ．下部泥層に Ky2,3 が挟在する. Loe. 12 で
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10 

図 6. 清川層を中心とした地質柱状図（村田川以北， D 地域）． 凡例は図 2 と共通．地点 No.16,17 は佐藤
(1987MS) による．

は Ky2 上位の砂層中に径数 cm におよぶ円磨された

白色軽石の密集層が 3 層準観察される（表 1, 試料

No. 8, 9, 10). これらは北部の SoP (後述）に対比され

る可能性がある. Loe. 13 では上泉層下部に Km2 が

認められる（中里• 佐藤， 1988).

対比この地域は Kikuchi (1976) により検討され，

本報告の横田層，木下層が「成田層」に，清川層が「上

岩橋層」に対比されている．

D. 村田川以北

分布およびテフラ（図 6). 都川沿いでは谷が浅く木

下層の基底が沖積面下に没しており清川層の分布は不

明である．鹿島川上流では千葉市中野町 (Loe. 15) で，

清川層下部の泥屑が， ヒメスナホリムシの生痕化石を

含む上泉層最上部を整合に覆うのが観察される． この

泥層は北東に向かって断片的に追跡され，山武町木原

(Loe. 16) では Ky3 を挟在し，芝山町梨作付近 (Loe.

17) まで分布する（佐藤， 1987MS). 多古町と佐原市

大戸を結ぶ線より東側では，木下層基底の不整合によ

り清川層の分布は認められない．

鹿島川沿いでは千葉市谷当町以北で滑川層下部泥層

（従来の上岩橋化石帯直下の泥層）と細粒砂からなる

上部層が連続して見られるようになる．上部層の下部

はしばしば貝化石を産するが，谷当町 (Loe. 18) では

清川層下部の泥層上面に化石カキ礁がみられ，その直

上にはハイガイ Tegillarca granosa の密集層が見られ

る．その上位の上部砂層中には大鳥居貝層に類似した

多数のバカガイの成層した化石層が認められる（大

森・福田， 1976). この砂層中には下部泥脳に由来す

る偽礫が点在し，偽礫中には Ky2 が確認される．ここ

では清川層は木下層の下部泥層に不整合で覆われる．

この泥層は北方に白井町付近まで分布し， しばしば厚

さ数 cm 径 2~3mm の白色軽石層を挟在する． この
イワト：

テフラは佐倉市岩富付近に模式的に分布するので岩富
パミス (]WP) と新称する．

上岩橋層模式地の酒々井町新堀 (Loe. 19) から成田

市荒海 (Loe. 23) にかけての清川層は，基底が標高 10

m 前後にあり，上位の木下層に不整合に覆われ，層厚

は 10 m 程度である．成田付近では図 l に破線で示す

ように，ほぽ東西方向の木下層基底の谷地形があり

（佐藤・中里， 1989), 清川層は欠如する．清川層下部

泥層には， 下位から凝灰質シルト層， 径 0.5~2mm

の軽石層および径 2~4mm のスコリア混じり軽石層

が認められ，斜方輝石の屈折率から上位の軽石層は

Ky2, 3 の混合したものと考えられる． 上部砂層には

上岩橋化石帯層準に灰～赤色を呈する径 2~20 mm 

の散在軽石層と，その上位には黄色の径 2~4mm の

層状軽石層が挟まれる （岡崎， 1982MS). これらは

Ky4 とほぼ同層準と考えられるが，上下関係が不明な
ソウゴ

ため模式的に見られる地名をとり，それぞれ宗吾パミ

ス (SoP), 扁芦パミス (FP) と新称する. SoP は印膳沼
周辺から利根川北岸地域にかけて分布する. FP は印

痛沼周辺でのみ確認されるが，斜方輝石の屈折率が T

= 1.699士（モード）と低いのが特徴で，他地域での確

認が期待される．

対比（図 4). 杉原ほか (1978) および杉原 (1979)

は，印痛沼周辺において Ky2, 3 (彼らの TB-7, 8) を

挟在する泥層以下を清川層とし，上岩橋化石帯を含む

砂層と，その上位の !WP (彼らの TAm-5) を挟在す

る泥層を上岩橋層とした．しかし， !WP を挟在する泥
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図 7. 清川層を中心とした地質柱状図（利根川
北岸， E 地域）．凡例は図 2 と共通．

布し，上位には竜ケ崎層および木下層が不整合で重な

る．清川層基底は，竜ケ崎市板橋町以東で下部泥層が

沖積面上に表れ，東村幸田付近では上泉層最上部のヒ

メスナホリムシの生痕化石層準を覆う侵食面として追

跡される．桜川村浮島以東では．木下層基底の不整合

により清川層は欠如する．

テフラ．新利根村谷中 (Loe. 25) では，下部泥層から

の再堆積と考えられる Ky3 が上部砂層下部に認めら

れ， 江戸崎町本郷 (Loe. 26) では， 上部砂層下部に

Ky4 が認められる． この Ky4 は基底部に数 cm の黄

色粘土部があり．模式地の軽石層の粘土化したものと

考えられる．この部分の斜方輝石は長柱～針状で．屈

折率も模式地と同様である．桃色部も風化が進み，屈

折率の低い厚手の火山ガラスのみが保存され．屈折率

が模式地のものとは異なっている．

対比（図 4). 従来の成田眉下部層および上岩橋層が

本報告の清川層に相当する．

以上の A~E 地域の清川層と上岩橋層の対比を．各

地域の総合柱状図によりまとめると図 8 のようにな

る．清川層は泥質層および礫暦からなる下部層と砂層

からなる上部層により構成され．下部層の泥層中には

Kyl~3 が広く挟在する． さらに模式地域の木更津市

と江戸崎町で上部層中の Ky4 が対比されることは，

両層の対比を裏付けるものである．また，清川層は全

域で上泉層をほぼ整合に覆い．木更津地域と村田川沿

いで横田層に整合に覆われるほかは．上位の木下層．

姉崎層に不整合に覆われる．

南関東の第四紀地史における清川層

前節に示した房総半島北部全域にわたる清川層の追

跡により，清川層の年代と古地理について再検討が必

要となる．

前者については， これまでに関東第四紀研究グルー

プ (1969), 関東第四紀研究会 (1980), 岡 (1991) など

による南関東の更新統層序のまとめの中でふれられて

いるが． ここでは上岩橋層は清川層に含まれる点と清

川層基底が大きな不整合ではない点を考慮して．層序

対比図を作成した（図 9).

図 9 では左から．大磯丘陵の関東第四紀研究会

(1987) および町田ほか (1974) によるテフラ層序．横

図 8. 地域別総合柱状図の対比．凡例は図 2 と共通．
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図 9. 南関東の中—上部更新統の対比．各欄の説明は本文参照：

浜地域の三梨・菊地 (1982) によるテフラ層序，房総

地域の本報告の層序を示し，右には Imbrie et al. 

(1984) の酸素同位体曲線を示した．層序と年代の対応

については，町田 (1977) による TAu-12, TB-7, TB-I, 

TC!-4, GoP のフィッショントラック年代値と各地の

層序と海水準変動との関係を考慮した．また，それぞ

れの報告によるテフラについては，対比されるものを

同一層準に示している．

従来清川層基底は，大磯や横浜で低海水準期が認め

られる TCu-1 層準に対比され（杉原ほか， 1978 な

ど），酸素同位体層序における約 27 万年前の stage 8 

の低海水準期に相当すると考えられていた． しかし，

房総ではこの層準は TCu-1 と Km2 との対比（中里・

佐藤 1988) により，上泉層基底に相当する．清川層

基底は Ky2, 3 と TB-7, 8 との対比により早田ローム

および舞岡ローム層の中部に対比される．上泉層最上

部を覆う泥炭質泥層や侵食面が認められることから，

清川層基底ば海水準の低下期を示し，酸素同位体層序

の stage 7 の高海水準期の中の小海退に相当すると考

えられる． しかし，大磯・横浜地域では， この時期の

顕著な海水準の低下は認められていない．清川層下部

層から上部層にかけては，内湾性泥質層や貝化石層の

分布から海進とそれに続＜海退が考えられる． この時

期には Ky4 テフラが降灰するが， このテフラはバブ

ルウォール型火山ガラスを主とするガラス質火山灰で

広域に分布する可能性があり，他地域との対比に霞要

となる．清川層と横田層の関係は上泉層と清川層の関

係と同じで，横田層基底の泥炭層や侵食面の存在は海

水準の低下を示す．この低下は酸素同位体層序では

stage 7 の中の小海退に当たり， TAm-5 と Yk3 の対

比により大磯の TAm-1 層準に対比されると考えられ

る．

後者の古地理の検討については，広く分布する上岩

橋貝層や大鳥居貝層などの貝化石層の群集を，同ーの

海進海退のサイクルの中で解釈することが璽要とな

る． これについては，最近の堆積相解析による堆積場

の検討（岡崎・増田， 1992 など）と合わせて，今後の

課題としたい．
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Stratigraphic Relationship between 
the Kiyokawa and Karniiwahashi 
Formations of the Middle-upper 
Pleistocene Shirnosa Group, 
Chiba Prefecture, 
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The Kiyokawa Formation of the middle-upper 

Pleistocene, Shimosa Group has been believed to 

be overlain by the Kamiiwahashi Formation and 

cover the underlying formations unconformably. 

As a result of precise geological and tephrochronｭ

ological correlation, the Kamiiwahashi Formation 

is correlated to the Kiyokawa Formation and the 

Kiyokawa Formation covers comformably the unｭ

derlying Kamiizumi Formation. Based on the corｭ

relation of the tephras in study area to the standｭ

ard tephra sequence in the South Kanto, it is inｭ

ferred that the age of the Kiyokawa Formation 

corresponds to one of small fluctuations at the 

stage 7 of the oxygen isotope stratigraphy. 

-124-




